
台
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樺
の
葉
会　

第
三
十
五
期　

古
城
守
一

◆
は
じ
め
に
◆

　

私
は
、
作
家
・
阿
川
弘
之
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
在
日

日
本
人
」
つ
ま
り
日
本
国
籍
を
有
し
た
生
粋
の
日
本
人

で
あ
り
な
が
ら
、
外
地
で
生
ま
れ
育
っ
て
不
幸
に
し
て

敗
戦
で
生
ま
れ
故
郷
を
失
い
、
国
家
の
補
償
も
無
し
に

個
人
財
産
さ
え
も
没
収
さ
れ
た
、
い
わ
ば
現
代
史
の
激

動
の
縮
図
と
い
う
か
、
特
殊
な
実
体
験
を
持
っ
て
生
き

て
き
た
人
種
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
外
地
の
小
学
校
も
無

く
な
り
、
百
歳
近
い
先
輩
か
ら
若
い
我
々
還
暦
を
遠
く

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
終
戦
時
在
校
生
ま
で
が
、
台
北
で
行

わ
れ
た
旧
台
北
市
立
樺
山
小
学
校
創
立
九
十
周
年
同
窓

会
に
て
台
湾
の
湾
生
仲
間
と
再
会
し
、
同
窓
会
前
後
の

三
泊
四
日(

二
０
０
一
年
十
一
月
二
十
六
～
二
十
九
日)

の
懐
か
し
い
里
帰
り
旅
行
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
清
戦
争
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
化
外
の
地
・
台

湾
の
割
譲
を
受
け
、
日
本
か
ら
明
治
の
著
名
な
先
達
が

送
り
込
ま
れ
て
五
十
年
、
灌
漑
治
水
に
始
ま
る
産
業
の

イ
ン
フ
ラ
の
確
立
か
ら
、
政
治
、
経
済
、
教
育
に
お
け

る
終
戦
ま
で
の
日
本
の
善
政
が
、
他
に
類
例
を
見
な
い

現
代
台
湾
の
繁
栄
を
築
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

私
の
祖
父
は
渡
台
し
て
台
北
の
法
院
（
日
本
の
裁
判

所
相
当
）
勤
務
、
父
は
台
湾
で
生
ま
れ
て
長
じ
て
台
北

帝
大
教
授
で
甘
藷
の
研
究
を
し
て
い
た
が
、
父
の
恩
師

は
、
台
湾
の
蓬
莱
米
を
開
発
し
た
著
名
な
教
授
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
小
生
は
、
台
湾
二
世
な
の
で
あ
る
。

こ
の
九
月
、
期
せ
ず
し
て
米
国
で
連
続
テ
ロ
事
件
が

勃
発
、
折
角
今
年
初
め
か
ら
計
画
さ
れ
た
樺
山
同
窓
会

と
し
て
の
公
式
挙
行
は
取
り
や
め
に
な
っ
て
、
樺
山
同

窓
会
会
長
は
参
加
さ
れ
ず
、
日
本
か
ら
は
、
七
十
名
弱

の
有
志
だ
け
が
参
加
す
る
形
に
な
っ
た
。

◆
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
快
晴 

一
日
目
◆

七
時
十
分
羽
田
集
合
の
と
こ
ろ
、
最
寄
り
東
急
田

園
都
市
線
つ
き
み
野
駅
始
発
に
乗
っ
た
も
の
の
Ｊ
Ｒ
長

津
田
の
接
続
が
悪
く
、
結
局
、
国
内
線
か
ら
循
環
バ
ス

で
国
際
線
の
方
の
羽
田
空
港
に
七
時
二
十
分
頃
に
着
い

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
添
乗
員
の
説
明
な
ど
が
あ
っ
て
、
中
華
航

空
に
搭
乗
。
小
生
の
席
は
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
右
最

後
尾
の
６
２
Ｊ
で
窓
側
で
あ
っ
た
。機
体
の
太
い
所
は
、

右
側
に
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
と
４
つ
の
席
が
並
ぶ
が
、
最
後
尾
は

胴
体
の
ケ
ツ
が
細
い
か
ら
Ｋ
Ｌ
席
は
な
い
の
で
あ
る
。

幸
運
に
も
快
晴
の
富
士
山
を
写
真
に
撮
れ
（
右
）、

鹿
児
島
を
オ
サ
ラ
バ
す
る
と
こ
ろ
も
見
え
た
し
、
台
北

着
陸
の
際
も
回
り
が
良
く
観
察
で
き
た
。
我
々
羽
田
組

（
他
に
成
田
、
関
空
、
福
岡
組
が
い
る
）
二
八
名
は
、

一
番
早
く
台
北
に
昼
前
に
到
着
し
た
。
入
国
手
続
き
を

済
ま
せ
た
一
行
は
専
用
バ
ス
で
、
台
北
市
最
古
の
中
国

寺
廟
と
し
て
有
名
な
龍
山
寺
へ
向
か
う
。

　

以
前
に
も
台
湾
の
同
窓
生
と
、
こ
こ
に
来
た
事
が
あ

る
が
、
今
回
本
堂
は
工
事
中
で
あ
っ
た
。
写
真
右
上
は

熱
心
な
信
者
、
右
下
は
龍
山
寺
出
口
付
近
。
バ
ス
は
更

に
台
北
市
街
へ
進
み
、
昔
の
新
公
園
（
今
は
二
二
八
和

平
公
園
、
こ
れ
は
、
蒋
介
石
一
派
の
外
省
人
の
圧
制
に

絶
え
か
ね
た
台
湾
人
達
の
暴
動
で
、
そ
の
外
省
人
の
軍

隊
に
大
勢
の
民
衆
が
射
殺
さ
れ
た
一
九
四
七
年
二
月
二



八
日
の
事
件
を
記
念
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

に
行
き
、
こ
こ
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
自
由
行
動
と
な
っ

た
。
こ
の
新
公
園
に
は
、
昔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
台
北
放
送
局
が
あ

り
、
紀
元
は
二
千
六
百
年
の
昭
和
十
五
年
、
当
時
幼
稚

園
児
で
あ
っ
た
小
生
が
、
数
名
の
友
達
と
ラ
ジ
オ
放
送

劇
に
出
演
し
た
事
が
あ
る
。
後
で
出
て
く
る
Ｌ
君
も
そ

の
一
人
で
あ
っ
た
。

今
は
そ
の
台
北
放
送
局
の
建
物
の
面
影
も
な
い
。

こ
の
界
隈
は
勝
手
知
っ
た
る
場
所
で
あ
る
か
ら
、
博

物
館
、
台
湾
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
台
湾
総
統
府
、

台
北
駅
の
方
ま
で
歩
い
て
回
っ
た
。

所
定
時
刻
に
専
用
バ
ス
に
帰
っ
て
来
て
、
こ
こ
か
ら

近
い
宿
舎
の
来
来
大
飯
店
に
旅
装
を
解
き
、
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
左
は
宿
泊
ホ
テ
ル
と
持

ち
帰
っ
た
そ
の
カ
ー
ド
キ
ー
。

台
湾
は
、
名
物
カ
ラ

ス
ミ
（
烏
魚
子
）
無
し

に
は
語
れ
な
い
。
今
回

も
渡
台
は
我
々
旅
行
団

と
は
別
行
動
の
Ｍ
君
が
、

コ
ネ
を
通
じ
て
事
前
手

配
し
て
い
た
も
の
を
購

入
し
て
冷
蔵
庫
で
保
冷

し
て
お
き
、
帰
国
時
に

持
ち
帰
っ
た
。

夜
は
、、
小
生
は
終
戦
時
在
校
生
仲
間
「
樺
の
葉
」
会

台
湾
人
同
窓
生
主
催
の
会
食
に
招
か
れ
、
台
湾
会
席
料

理
（
右
写
真
）
を
味
わ
っ
た
。
台
湾
料
理
は
数
知
れ
ぬ

ほ
ど
食
し
て
き
た
が
、
こ
の
台
湾
会
席
料
理
は
、
初
め

て
味
わ
っ
た
と
て
も
お
上
品
な
料
理
で
あ
っ
た
。

◆
十
一
月
二
十
七
日
（
火
）
快
晴 

二
日
目
）
◆

小
生
は
朝
早
起
き
で
あ
る
。
で
も
五
時
頃
の
台
北
市

街
は
ま
だ
暗
い
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
昨
夜
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
買
っ
て
来
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
置
い
た

三
五
０
Ｃ
Ｃ
の
台
湾
ビ
ー
ル
を
飲
む
。一
缶
二
七
元（
日

本
円
で
約
百
円
）
だ
か
ら
安
い
。
こ
の
宿
舎
の
来
来
大

飯
店
は
凄
く
便
利
が
良
い
場
所
に
あ
る
。
今
日
午
後
訪

問
の
旧
樺
山
小
学
校
は
、
忠
孝
東
路
と
い
う
大
通
り
を

隔
て
て
、
す
ぐ
目
の
前
だ
し
、
昔
、
家
が
あ
っ
た
と
思

し
き
旧
樺
山
町
も
す
ぐ
近
く
だ
。
朝
食
前
に
一
人
で
家

が
あ
っ
た
付
近
に
行
く
。

数
年
前
に
も
来
て
覚
え
て
い
た
の
で
、
民
家
は
す
ぐ

見
つ
か
っ
た
が
、人
が
住
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。



上
写
真
の
民
家
が
、

か
つ
て
の
小
生
家
と
思

わ
れ
る
も
の
で
、
古
い

日
本
瓦
が
特
徴
で
あ
る

が
、
も
う
五
十
年
以
上

も
経
っ
て
い
る
。

　

旅
行
前
か
ら
台
湾
の
幼
稚
園
時
代
か
ら
の
同
窓
生
Ｌ

君
と
電
子
メ
ー
ル
で
こ
ち
ら
の
旅
行
計
画
等
に
つ
い
て

綿
密
に
情
報
を
交
換
し
て
い
た
。こ
の
台
湾
二
日
目
は
、

自
由
行
動
で
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

人
も
い
た
が
、
私
は
折
角
Ｌ
君
が
付
き
合
っ
て
く
れ
る

と
い
う
の
で
、
出
来
れ
ば
ス
ケ
ッ
チ
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
。
八
時
三
十
分
ロ
ビ
ー
待
ち
合
わ
せ
で
彼
と
再

会
し
た
。
彼
は
乗
用
車
だ
と
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
い
の
と

駐
車
場
事
情
な
ど
で
、
高
架
鉄
道
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
が
い
い

と
の
事
で
、
こ
れ
を
利
用
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
町
中
で
は

地
下
鉄
、
郊
外
に
出
る
と
高
架
鉄
道
に
な
る
も
の
で
、

安
く
て
早
く
て
便
利
で
あ
る
。

　

来
来
大
飯
店
前
の
善
導
寺
駅
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
新
埔
駅

へ
行
き
、
こ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
、
ま
ず
台
北
県
板
橋

市
西
門
街
九
号
の
福
建
式
建
築
庭
園
・
林
家
花
園
へ
。

こ
の
建
造
物
の
工
匠
達
が
福
建
省
か
ら
招
か
れ
、
建
材

の
多
く
が
中
国
大
陸
か
ら
運
ば
れ
て
三
代
に
わ
た
り
一

八
九
三
年
に
完
成
し
た
由
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
混
乱
期
に
百
世
帯
以
上
の
人
達
が
無
断
で
移
り
住

む
よ
う
に
な
り
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
政
府

が
一
九
八
五
年
に
第
二
級
古
蹟
に
指
定
、
台
北
県
は
古

蹟
文
化
保
存
の
た
め
林
家
か
ら
譲
り
受
け
、
復
興
し
て

一
九
八
七
年
に
完
成
し
て
、
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
貴
賓
室
の
「
定
静
堂
」、
観
音
山
や
田
園
風

景
を
望
む
「
観
稼
楼
」、
畔
に
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
が
生

い
茂
る
「
榕
蔭
大
池
」、
書
斎
の
「
汲
古
書
屋
」
な
ど

見
所
の
多
い
邸
宅
で
あ
っ
た
。

再
び
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
新
埔
駅
か
ら
引
き
返
し
、
台
北
車
站

は
先
の
洪
水
の
影
響
で
使
え
な
い
た
め
、
迂
回
す
る
事

に
し
て
、
西
門
駅
・
中
正
記
念
堂
駅
経
由
で
淡
水
駅
へ

向
か
う
。
バ
ス
に
乗
り
継
い
で
紅
毛
城
（
サ
ン
ト
・
ド

ミ
ン
ゴ
城
）
に
行
く
。
懐
か
し
の
観
音
山
が
見
え
た
。

前
回
台
湾
に
来
た
と
き
は
月
曜
日
で
休
館
の
た
め
入

れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
ゆ
っ
く
り
中
を
見
た
。

建
造
物
の
構
造
は
ス
ケ
ッ
チ
に
は
と
っ
て
も
魅
力
的

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
出
来
な
い
事

情
も
あ
っ
て
写
真
だ
け
撮
り
、
帰
国
後
ス
ケ
ッ
チ
に
し

て
小
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
や
ま
と
美
術
館
」
に
展
示

し
た
。
帰
り
は
徒
歩
で
淡
水
駅
ま
で
行
く
。
途
中
、
魚

丸
湯
（
イ
ー
ワ
ン
ー
タ
ン　

魚
の
つ
み
れ
団
子
で
、
中

に
味
付
牛
挽
肉
が
餡
の
様
に
入
っ
て
い
た
）
を
食
べ
た

が
、
こ
れ
が
あ
っ
さ
り
し
て
美
味
し
か
っ
た
。
味
を
し

め
て
翌
日
、
翌
々
日
の
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
、
も
っ
ぱ
ら

こ
の
魚
丸
湯
（
イ
ー
ワ
ン
ー
タ
ン
）
を
よ
そ
っ
て
も
ら

っ
た
。

　

一
旦
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
か
ら
Ｌ
君
の
案
内
で
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
、北
京
ダ
ッ
ク
の
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
行
く
。

台
湾
ビ
ー
ル
は
飛
行
機
内
で
飲
ん
で
か
ら
、
あ
っ
さ
り

味
が
気
に
い
っ
た
。
生
ビ
ー
ル
は
、
更
に
美
味
い
。
ご

当
地
で
飲
む
ビ
ー
ル
は
何
処
で
も
美
味
い
も
の
だ
。

　

食
後
は
小
生
の
希
望
に
よ
り
Ｌ
君
が
古
い
町
・
大
同

区
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
古
代
に
湖
で
あ
っ
た
台
北
の

地
は
土
砂
の
堆
積
で
盆
地
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
湿
地

と
窪
地
に
土
着
の
平
埔
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
大
陸
か
ら
漢
人
が
や
っ
て
き
て
開
墾
し
て
、
今
の

台
北
の
中
心
区
は
次
第
に
発
展
し
て
、
台
北
で
最
も
古

い
街
「
ば
ん
か
」（
現
在
の
萬
華
区
）
が
形
成
さ
れ
、

十
九
世
紀
初
頭
に
は
「
ば
ん
か
」
は
台
南
、
鹿
港
と
並

ん
で
台
湾
三
大
都
市
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
台
北
市
の

発
祥
地
と
な
っ
た
。
こ
の
「
ば
ん
か
」
を
始
め
、
台
北

各
地
に
移
民
集
落
が
出
現
し
た
が
移
民
間
の
争
い
も
深

刻
に
な
り
、
一
八
五
三
年
の
争
い
で
「
ば
ん
か
」
を
追

わ
れ
た
泉
州
同
安
県
の
移
民
達
は
、
淡
水
河
河
畔
の
大

稲
て
い
（
現
在
の
大
同
区
）
へ
移
り
、
こ
こ
を
新
た
に



開
墾
し
て
十
九
世
紀
末
に
は
「
ば
ん
か
」
よ
り
も
商
業

が
盛
ん
に
な
っ
た
。萬
華
区
と
大
同
区
を
散
策
す
れ
ば
、

両
区
の
昔
日
の
面
影
に
出
会
う
由
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ

大
同
区
を
選
ん
だ
。
Ｌ
君
の
親
族
が
、
こ
こ
で
種
苗
店

（
上
写
真
参
照
）
を

や
っ
て
い
る
と
い
う

偶
然
も
あ
っ
て
、
エ

ン
ツ
ア
イ
や
香
草
の

種
を
頂
い
た
。
こ
の

界
隈
は
乾
物
問
屋
街
で
、
デ
ン
ブ
、
蓮
の
実
、
梅
干
し
、

ミ
ッ
セ
ン
な
ど
土
産
を
買
っ
て
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

午
後
四
時
半
に
ホ
テ
ル
・
ロ
ビ
ー
に
全
員
集
合
し
て
、

宿
舎
来
来
大
飯
店
の
大
通
り

を
隔
て
た
目
の
前
に
あ
る
台

湾
政
府
の
警
察
庁
に
相
当
す

る
台
湾
政
府
の
内
政
部
警
政

署
の
建
物
（
写
真
下
）
を
特

別
の
計
ら
い
で
訪
問
す
る
。

左
の
部
分
拡
大
写
真
は
、

建
物
の
玄
関
部
分
で
、
上
か
ら
内
政
部
警
政
署
徽
章
、

ひ
さ
し
化
粧
部
分
、
緑
色
大
理
石
製
の
柱
で
あ
る
。

樺
山
小
学
校
校
舎
が
内
政
部
警
政
署
に
な
っ
て
い
る

訳
だ
が
、
懐
か
し
い
昔
の
教
室
、
講
堂
（
左
上
）、
階

段
、
廊
下
、
校
庭
（
左
下
）
な
ど
を
散
策
し
て
回
っ
た
。

　

写
真
も
撮
っ
て
良
い
と
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
旧
校
庭

で
全
員
の
記
念
写
真
も
撮
っ
て
名
残
惜
し
い
校
舎
を
後

に
し
た
。

上
の
写
真
は
旧
校

庭
か
ら
玄
関
方
向
を

撮
っ
た
も
の
で
、
後

方
の
大
き
な
ビ
ル
が

宿
舎
の
来
来
大
飯
店

で
あ
る
。

　

夜
は
宿
泊
ホ
テ
ル
の
Ｂ
２
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
日
台
合

同
同
窓
会
九
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
イ
が
開
催
さ
れ
、
Ｌ

君
の
他
、
台
湾
の
同
期
生
も
何
人
か
い
て
、
懐
か
し
く

歓
談
し
た
。
パ
ー
テ
イ
が
終
わ
っ
て
Ｌ
君
が
有
名
な
士

林
の
屋
台
を
案
内
し
て
く
れ
た
が
、
も
う
満
腹
状
態
で

食
指
は
動
か
な
か
っ
た
。
士
林
の
屋
台
は
異
臭
プ
ン
プ

ン
、
騒
音
も
大
き
く
、
ま
さ
に
若
者
の
天
国
で
あ
っ
た
。

◆
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
快
晴

三
日
目
◆

　

今
朝
も
早
朝
シ
ャ
ワ
ー
、
缶
ビ
ー
ル
、
散
歩
の
三
点

セ
ッ
ト
を
実
行
し
た
。台
北
駅
の
方
へ
ぶ
ら
ぶ
ら
行
き
、

コ
ン
ビ
ニ
で
昔
懐
か
し
い
玄
米
乳
と
豆
乳
を
見
つ
け
た

の
で
買
っ
て
帰
り
、
朝
食
の
時
に
飲
む
。

　

滞
在
早
や
三
日
目
、
夜
は
つ
い
食
い
過
ぎ
て
仕
方
が

な
い
の
で
来
来
大
飯
店
の
朝
食
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
で
は
、

も
っ
ぱ
ら
軽
い
台
湾
粥
や
魚
丸
湯
（
イ
ー
ワ
ン
ー
タ

ン
）、
果
物
を
取
る
。
魚
丸
湯
は
、
七
時
半
過
ぎ
な
い

と
出
さ
な
い
と
い
う
の
を
無
理
し
て
、
よ
そ
っ
て
も
ら

っ
た
。
何
で
も
御
願
い
す
る
と
実
現
す
る
。

湾
生
の
小
生
、
台
湾

東
海
岸
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
今
日
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
は
、

花
蓮
・
タ
ロ
コ
峡
谷
観

光
を
日
本
で
申
し
込
ん
で
い

た
。
八
時
三
十
分
ホ
テ
ル
・

ロ
ビ
ー
集
合
、
専
用
バ
ス
で

松
山
空
港
に
向
か
う
。
松
山

空
港
及
び
花
蓮
空
港
は
、
軍

用
空
港
と
併
設
の
た
め
写
真

撮
影
禁
止
で
あ
っ
た
。



ま
た
、
以
前
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
持
ち

込
み
機
内
爆
発
事
件
が
あ
っ
た
由
に
て
、
液
体
ボ
ト
ル

は
検
査
対
象
で
あ
っ
た
。
検
査
官
が
、
小
生
の
首
か
ら

た
ら
し
た
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
ボ
ト
ル
の
臭
い
を
か
い
で
い

た
。
横
か
ら
見
た
ら
珍
奇
な
光
景
で
あ
っ
た
ろ
う
。

上
は
台
北
松
山
と

花

連

間

の

行

き

（
上
）、
帰
り
（
下
）

の
航
空
券
で
あ
る
。

花
蓮
に
着
い
て
専

用
バ
ス
で
大
理
石
工

場
見
学
に
始
ま
り
、

山
間
に
入
っ
て
か

ら
の
花
蓮
、台
中
、

南
投
県
に
ま
た
が

る
総
面
積
約
九
萬

二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

国
際
観
光
地
の
台

湾
最
大
の
太
魯
閣
国
家
公
園
は
、
そ
れ
な
り
に
雄
大
な

自
然
を
味
あ
わ
せ
て
く
れ
た
。
天
然
の
大
理
石
が
ふ
ん

だ
ん
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
て
、
断
崖
絶
壁

の
狭
い
峡
谷
を
途
中

で
専
用
バ
ス
を
降
り

て
見
物
し
た
。
太
魯

閣
は
、
タ
イ
ヤ
ル
族
頭
領
タ
ロ
コ
の
名
に
由
来
す
る
そ

う
で
あ
る
。

帰
り
に
東
椰
館
と
言
う
と
こ
ろ
で
郷
土
料
理
の
昼
食

を
と
っ
て
か
ら
、
併
設
の
大
理
石
や
メ
ノ
ウ
な
ど
で
作

っ
た
見
事
な
工
芸
品
を
主
体
に
し
た
土
産
物
屋
を
案
内

さ
れ
た
。
そ
し
て
実
は
帰
り
の
時
間
を
気
に
し
な
が
ら

ア
ミ
族
の
踊
り
を
見
物
し
て
い
た
。
大
理
石
は
白
黒
色

の
は
安
価
で
、
緑
の
入
っ
た
も
の
ほ
ど
高
級
品
で
、
混

じ
り
け
の
な
い
の
は
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
、
光
が
透
け
て

見
え
る
。
旧
樺
山
小
学
校
校
舎
が
内
政
部
警
政
署
に
な

っ
た
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
玄
関
の
柱

は
、
緑
色
の
高
価
な
大
理
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い

る
。
前
述
の
拡
大
写
真
で
御
覧
に
な
れ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
観
光
は
、
今
晩
、
台
湾
樺
の

葉
会
開
催
の
会
食
に
間
に
合
う
よ
う
に
台
北
に
引
き
揚

げ
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
押
せ
押
せ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
行
程
が
極
め
て
タ
イ
ト
で
、
ス
ケ
ッ
チ
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。
花
蓮
・
タ
ロ
コ
峡
谷
観
光
は
せ
め
て
一

泊
く
ら
い
は
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

口
達
者
な
添
乗
員
の
チ
ン
コ
ロ
姐
ち
ゃ
ん
（
失
礼
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
台
大
卒
ら
し
い
。）
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

宜
し
く
帰
り
の
空
路
も
順
調
で
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
台
北

に
帰
着
出
来
て
、
夜
の
「
樺
の
葉
会
」
会
食
も
満
喫
し

た
。
三
日
間
、
よ
う
飲
ん
で
、
よ
う
食
べ
た
な
あ
。

◆
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
快
晴

四
日
目
◆

何
と
い
う
か
、
天
候
は
必
ず
し
も
良
く
な
い
季
節
な

の
に
天
気
男
の
面
目
躍
如
た
る
所
以
で
、
今
回
の
台
湾

滞
在
中
は
、
清
々
し
い
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
。
台
北

最
後
の
朝
の
早
朝
シ
ャ
ワ
ー
、
缶
ビ
ー
ル
、
散
歩
の
三

点
セ
ッ
ト
を
早
め
に
済
ま
せ
て
、
午
前
六
時
前
の
薄
暗

い
台
北
市
街
を
東
門
の
方
角
へ
歩
く
。　

何
で
、
こ
う

ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
台
湾
に
来
て
初

日
に
１
枚
し
か
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
な
い
の
で
、
作
品
を

一
枚
で
も
多
く
描
き
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ケ
ッ

チ
は
、「
東
門
」「
台
湾
総
統
府
」「
台
大
医
学
部
付
属

病
院
」「
台
湾
監
察
院
」「
台
湾
内
政
部
警
政
署
（
旧
樺



山
国
民
学
校
）」
の
５
点
を
仕
込
ん
だ
。「
台
大
医
学
部

付
属
病
院
」
は
、
中
に
入
っ
て
、
売
店
や
食
堂
を
偵
察

し
て
き
た
が
、
何
と
い
う
か
、
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た

小
生
に
と
っ
て
は
外
国
の
意
識
が
無
い
の
で
あ
る
。。

写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
日
本
は
良

い
近
代
建
築
を
遺
産
に
し
た
と
思
う
。

写
真
は
東
門
（
右
上
）、
台
湾
総
統
府
方
向
（
右
下
）、

台
大
医
学
部
付
属
病
院
（
左
上
）、
旧
樺
山
小
学
校
玄

関
（
左
下
）
で
あ
る
。

台
大
医
学
部
付
属
病
院
で
な
い
方
の
台
大
医
学
部
病

院
は
、
現
代
建
築
の
高
層
ビ
ル
で
、
小
生
は
何
の
興
味

も
抱
か
な
か
っ
た
。

十
二
月
始
め
に
選
挙
と
か
で
、
台
北
市
内
は
、
選
挙

運
動
と
い
う
か
、
鳴
り
物
入
り
の
選
挙
合
戦
で
騒
々
し

か
っ
た
。
台
北
空
港
で
は
、
良
い
レ
イ
ト
で
、
日
本
円

に
換
金
し
て
、
チ
ャ
ラ
銭
七
０
元
は
、
ジ
ャ
ス
ト
最
後

の
台
湾
ビ
ー
ル
で
、
喉
を
潤
し
て
消
え
た
。
羽
田
の
通

関
も
樺
山
九
十
周
年
同
窓
会
と
言
っ
た
ら
、
渡
航
ト
ラ

ン
ク
も
開
け
ず
Ｏ
Ｋ
で
パ
ス
し
た
。
土
産
の
「
豚
肉
デ

ン
ブ
」
も
申
告
せ
ず
。

台
湾
は
、
テ
ロ
の
危
険
国
非
該
当
の
由
で
あ
っ
た
も

の
の
、
旅
行
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
も
七
十
名
弱
が
何
の
問
題
も
起

こ
さ
ず
に
全
員
無
事
で
帰
国
出
来
た
事
を
と
て
も
喜
ん

で
い
た
。
外
交
辞
令
に
せ
よ
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し

で
あ
る
。

羽
田
国
際
線
か
ら
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
循
環
バ

ス
を
利
用
し
た
あ
と
、
羽
田
～
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
直
行
便

の
バ
ス
で
帰
っ
た
。
長
文
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

注
記

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
形
式
で
は
な
く
、
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト
の
ｐ
ｄ
ｆ
と
い
う
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
、
作

り
ま
し
た
。

文
芸
春
秋
並
の
縦
書
三
段
組
に
、
画
像
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
、
ま
た
、
こ
こ
か
ら
リ
ン
ク
先
に
ジ
ャ
ン

プ
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
小
生
と
し
て
初
め
て
の
試

み
で
す
。

良
か
っ
た
よ
、
と
か
、
読
み
や
す
か
っ
た
よ
、
と
か
、

こ
こ
を
こ
う
す
る
と
、
も
っ
と
良
い
よ
、
や
っ
ぱ
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
形
式
の
方
が
良
い
、
と
か
の
ご
感
想
を
「
や
ま
と

掲
示
板
」
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。


